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(9) Foetus in foetuの2例
外科E 吉永道生・林惣三郎
非常に稀な後腹膜腔に存在した Foetusin foetuの
2例を経験したので報告した．症例1は1才6カ月の
男児．易日出標本は左上肢及び両下肢に相当する突起を
もちP 正常の皮j苗で被われた，大人手拳大卵形の胎児
で，頭部の大部分を欠くが毛笠p 分節構造をもっ不完
'i：：な脊住，脊髄，神経節p リンパ小節及び四肢部の管
状骨を認めた．症例2は18才の男子．別出標本は羊皮
紙様摸で包まれた大人手拳大の卵形の腫癌．その中
山豊富な長い頭髪と完全な皮膚，限裂，鼻隆起をも
った頭部及び顔面t,｛；のみの胎児を有し，頭蓋骨＇ 6木
の良く発達した歯牙を認めた．
腫癌易日出後p 両症例共全治退院しp 現在も健在であ
る．
質問・追加 木村忠司
Foetus in foetuはー卵性双児であるから母体をな
す twinの半分とは同性である筈である．従って母体
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の発育に伴いその性Hormonがfoetusに作用すると
思われるが， TumorにGenitalorganがなくとも，も
し第2次性兆があるとすれば母体のhormonの影響が
あることを意味するのではあるまいか？
質問・追加 横山育三
生体の性別を判定するのに細胞構造（パール氏小体〉
のlevelで検査する方法が提唱されているので，本症
例でもこの検査を行ってみれば興味ある所見が得られ
るかもしれない．
答
肉眼的にも組織学的にも私達の調べた範囲では雌雄
を~J別出来ませんでした．
。） 先天性下腿轡曲症の 1例
公立盛岡病院整形外科
長岡正泰・加藤広嗣
生後1カ月目（男子）先天性下腿轡曲症（Heyman
の第E型）の 1例に骨穿孔切骨矯正術を轡曲部頂点に
行い本術式が骨侵襲を最少限度にと fめ且つ合目的治
癒を見らしむるに優れた術式であることを強調すると
共に治癒経過を臨床並びにレ線学的に追求した．
日感染性距骨脱臼骨折の l治験例
厚生年金玉造整形外科病院
林瑞 庭
最近私は比較的稀有な外傷である距骨脱臼骨折で感
染を来した． 1例を経験した．
距骨々折の治療は転位していない骨折片をそのま h
温存し，軟部組織を多少鱗牲にしてもp 転位骨折を正
確に整復，強固に骨折部を固定することによって，我
々は優秀な結果を得ている．只この症例のように骨折
部の感染を来した場合，己むなく距骨体部を速かに刻
出しなければならないが，生着している距骨々頭及び
頚部はp そのま、残置せしめ，下腿際下関節面と，距
骨頚部の骨折面p 阪骨上関節函との関に骨性癒合を期
待する方法が，従来の全刻出に比して予後が非常に良
好であることを強調したい．
。2) 厚生年金玉造整形外科病院に於ける整形
外科機能訓練に就いて
（其の3巧轍訓練） （抄録）
厚生年金玉造整形外科病院
大塚哲也
巧綴訓練を行った成績をグラフに表わし，初頭急騰
期及び漸進的上昇期との分析法を考案（大塚）説明し，
成績を第I型（正常〉，第E型（遅延型），第E型（異
常），第W型（無効〉に分け成績を表示した． 次に平
行線描写による積極性の判定を行い，又巧綴訓練の成
績上昇的及び下降的と曜日並びに天候及び湿度，温度
との関係を述べた．更に色紙による色彩判定について
述べこれと，巧綴訓練の成績との検討．叉絵画p 作文
についても述べた．
